
■天候

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計 安 失

0 0 0 0 0 2 2 0 0 4 8 1

0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 2 2

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 捕 4 0 2 0 四球 左安 三振左飛 左安

2 右 5 0 1 2 三ゴ 三振 三振 左３ 三振

3 遊 4 1 2 0 中安 遊飛 四球一飛 中安

4 投 5 1 1 1 右飛 右失 中安 右飛二飛

5 一 4 0 2 1 三振 右飛 一安 中安

6 左 4 0 0 0 二飛 捕邪 投ゴ 三振

7 三 4 0 0 0 投ゴ 二飛 遊ゴ 二ゴ

8 二 3 1 0 0 三振 投ゴ 死球 三振

9 中 3 1 0 0 投ゴ 三振 四球 二失

36 4 8 4
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打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 遊 3 0 0 0 三振 三ゴ 一邪 四球

2 二 4 0 0 0 振逃 投ゴ 三振 三振

3 左 4 1 0 0 三振 振逃 二ゴ 三振

4 三 3 0 0 0 三振 四球 左飛 投飛

5 捕 3 0 0 1 三振 中犠 投ゴ 右飛

6 中 1 0 0 0 四球 三振 四球 四球

7 一 4 0 0 0 三振 三振 三併 三ゴ

8 右 2 0 1 0 左安 投ゴ

8 右 1 0 0 0 三振

9 投 3 0 1 0 投飛 三振 中安

28 1 2 1
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高 原 孝 太

岡 田 篤 樹

石 川 友 貴

備考

平 野 裕 己

福 池 翔

準決勝第２試合は２日間、延長１２回に渡る師友塾との激戦を制した烏城と粘る北斗を終盤引き離した静岡中央との対戦。共に昨日
に続いて連投になった烏城大﨑、静岡中央渡部両先発の好投が光り序盤は両チームとも無得点が続く。均衡を破ったのは４回裏静岡
中央の攻撃。この回先頭３番井上が振り逃げで出塁。盗塁、四球で無死一･三塁から５番川島の犠飛で１点を先制する。６回表烏城は
二死後四球で出塁の田野口が４番大﨑の中前打の間に俊足を飛ばし一気に本塁を突き同点に追いつく。なおも盗塁で三塁まで進ん
だ大﨑が５番高原孝の内野安打で生還し２－１と逆転に成功する。続く７回には二つの四死球の走者を二死後２番山崎が左翼線をぎ
りぎりに破る適時三塁打で返し２点を追加する。追い上げを図りたい静岡中央は８回裏安打、四球と重盗で二死二･三塁と攻め立てる
も烏城大﨑が後続を三振に打ち取り得点を与えない。９回裏静岡中央の反撃を四球の走者だけに止めゲームセット。４－１、烏城が逆
転で初めての決勝進出を果たした。

備考

■バッテリー

安打

安打

2

回数

34

高 原 恭 平

静岡中央

東中国・岡山

山静・静岡

ポジション 氏名

烏城

烏城

田野口 凌

代表地区

第2試合 4回戦 準決勝

大 﨑 光士郎

■日時 平成23年8月21日(日)

■球場

出場校名

山 崎 勇 人

明治神宮野球場

球審：清水 塁審：岸谷 並木 田中■審判

岡山県立烏城高校 対 静岡県立静岡中央高校

打者

■試合時間 2時間22分 ■備考

三振

打者

14

9

小雨

3

大 﨑 光士郎

■投手成績

自責氏名 回数投手 捕手

ポジション 氏名

■バッテリー

繁 田 紘 輝

渡 部 浩太郎

捕手

高 原 恭 平

■投手成績

投手

大 﨑 光士郎

氏名

渡 部 浩太郎 40 8

井 上 亮

田 中 貴 大

川 島 敏 樹

多々良光沙希

4

四球

望 月 優 真

小 泉 佳太郎

四球 自責

5 0

三振

■戦評

渡 部 浩太郎 川 島 敏 樹

静岡中央

合計

合計

残塁：9 併殺：0

残塁：6 併殺：1

近 藤 一 輝

杉 浦 大 地


